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浦安商工会議所会報誌 “Progress”
Progress とは…

「資本主義の父」 であり、現在の商工会議所の前身となる東京商法会議
所 の創設者でもある渋沢栄一は 「もうこれで満足だという時は、 すなわ
ち 衰える時である」 という言葉を残しています。事業主が事業を継続、 
発展させていくためには、「常に進歩し、前進していくこと」が大切で
あるという考えから、会員事業所の皆様が浦安商工会議所と共に歩んで
いけるようにという思いを込めました。

誌面広告のご案内

WEB会員名簿

浦安商工会議所だよりProgressで
自社商品やサービスのPRをしませんか？

浦安商工会議所だより『Progress』は、会員事業所と関係機関に向けて発行しています。また、一般市民向けに
市内ショッピングセンターでも手に入るように一部設置しています。読者の多くは市内の企業経営者や社員の方
なので、誌面広告の活用は効果的かつ効率的に自社ＰＲができる機会となります。ぜひ、ご活用ください。

４月より浦安商工会議所のホームページ上に、ザ・ビジネスモールを活用したWEB会員名簿を掲載しています。
掲載されている会員事業所は、ユーザーＩＤを登録すると、自社PRの編集や追加ができ、それを利用して「ザ・
商談モール」が利用可能に。ザ・商談モールでは登録している全ての事業所と商談が可能になり、新たなビジネ
スチャンスにつながります。ぜひユーザー IDの登録を！

【申し込み先】　〒279-0004　浦安市猫実１－１９－３６　浦安商工会議所 総務・業務課
TEL.047-351-3000  FAX.047-350-6698  E-mail. soudan@urayasu-cci.or.jp

冊子の裏表紙全面と中頁に以下のサイズで掲載できます。

お申し込みについて

掲載箇所 月額料金（税込）

①A4判 裏表紙全面
110，000円（サイズ 縦262×横180mm）

②A4判 誌面内（中）
44，000円（サイズ 縦60×横86mm）

③A4判 誌面内（小）
22，000円（サイズ 縦60×横55mm）

掲載希望月（１月、４月、６月、８月、10月、12月予定）の前々月10日までに、下記までお申し込みください。
お申し込み単位は１ヶ月単位となります。まとめて複数月のお申し込みも可能です。

①裏表紙全面①裏表紙全面

②誌面内
（中）

②誌面内
（中）

③誌面内
（小）

③誌面内
（小）

裏表紙（1頁） 誌面内（2頁）

ぜひご活用
ください！

■ユーザー登録に関する問い合わせ
　ザ・ビジネスモール事務局 （大阪商工会議所内）
　☎050-7105-6220　✉b-mall@b-mall.ne.jp

■WEB会員名簿に関する問い合わせ
　浦安商工会議所 総務・業務課
　☎047-351-3000　✉soumu@urayasu-cci.or.jp

基本情報は浦安商工会議所で登録済みな
ので、自社名を検索して必要な情報を入
力。メールが届いたらパスワードの登録を
して完了。

登録はこちらから

広告スペース 広告料金

ユーザー登録用QRコード®➡
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11
月
1
日
（
火
）、
浦
安
商
工
会
議
所
会

館
で
、
第
10
回
臨
時
議
員
総
会
が
開
催
さ
れ
、

第
12
期
役
員
（
会
頭
、
副
会
頭
、
専
務
理
事
、

常
議
員
、
監
事
）
の
選
任
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
最
初
に
熊
川
賢
司
会
頭
は
「
3
年
前
、
就

任
後
す
ぐ
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
問
題

が
発
生
し
、
思
っ
た
よ
う
に
活
動
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
そ
し
て
こ
の
期
間
、
商
工
会
議

所
の
存
在
意
義
は
何
だ
ろ
う
と
考
え
て
き
ま

し
た
。
前
回
は
説
得
さ
れ
て
立
候
補
し
ま
し

た
が
、
今
回
は
自
ら
の
意
思
で
改
め
て
会
頭

に
立
候
補
し
、
本
当
に
会
員
の
た
め
に
な
る

組
織
改
革
を
行
い
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
」

と
挨
拶
し
ま
し
た
。

　
続
い
て
内
田
悦
嗣
市
長
は
「
日
頃
か
ら
市

内
事
業
者
の
支
援
、
情
報
発
信
な
ど
に
尽
力

い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
新

た
な
議
員
の
皆
さ
ま
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
で
、
諸

課
題
を
乗
り
越
え
て
ほ
し
い
。
市
と
商
工
会

議
所
が
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
姿
勢
が
大

切
だ
と
思
い
ま
す
」
と
話
し
ま
し
た
。
次
に
、

小
林
章
宏
市
議
会
副
議
長
が
「
地
域
経
済
の

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
市
の
地
域
商
工
業
に
大

き
く
貢
献
し
て
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。
昨
今
の
経
済
状
況
は
大
変
で
す

が
、
市
議
会
も
努
力
す
る
所
存
で
す
」
と
敬

意
と
感
謝
の
意
を
述
べ
ま
し
た
。
　
　

　

そ
の
後
、
議
案
の
審
議
が
行
わ
れ
、
今
回
、

議
員
１
０
０
名
の
う
ち
、
出
席
者
58
名
。
40

人
が
事
前
に
委
任
状
を
提
出
。
選
出
さ
れ
た

全
役
員
が
、
可
決
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　
会
頭
に
再
選
し
た
熊
川
氏
は
、「
現
状
維

持
で
い
い
と
思
っ
た
瞬
間
、
企
業
は
衰
退
す

る
。
変
わ
り
続
け
る
こ
と
が
唯
一
の
道
」
と

㈱
フ
ァ
ー
ス
ト
リ
テ
イ
リ
ン
グ
の
柳
井
正
氏

の
言
葉
を
紹
介
。「
商
工
会
議
所
も
、
ま
さ

に
そ
の
通
り
。
変
化
を
恐
れ
ず
、
会
員
が
何

を
望
ん
で
い
る
の
か
？ 

何
が
で
き
る
の
か

と
い
う
こ
と
を
積
極
的
に
考
え
て
、
自
ら
進

ん
で
動
い
て
ゆ
き
た
い
」
と
意
気
込
み
を
話

し
ま
し
た
。

　
新
副
会
頭
の
関
根
保
彦
氏
は
「
浦
安
市
、

そ
し
て
市
民
の
皆
さ
ん
に
還
元
で
き
る
よ
う
、

こ
の
仕
事
を
し
っ
か
り
や
ら
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。皆
さ
ん
、食
事
も
社
宅
も
浦
安
市
で
！ 

決
し
て
市
川
市
に
住
ま
な
い
よ
う
に
お
願
い

し
ま
す
」
と
話
し
、
会
場
を
沸
か
せ
ま
し
た
。

　　
ま
た
、
任
期
満
了
で
退
任
と
な
る
、
齊
藤

榮
一
副
会
頭
と
髙
木
行
雄
専
務
理
事
が
そ
れ

ぞ
れ
挨
拶
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
ご
尽
力
に
謝

意
を
表
し
花
束
が
贈
呈
さ
れ
ま
し
た
。
　
　

　
組
織
と
い
う
の
は
、
現
状
維
持
で
い

い
の
だ
と
思
っ
た
瞬
間
に
衰
退
の
一
途

を
辿
る
の
だ
と
思
い
ま
す
。
こ
れ
は
経
営

者
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
商
工
会
議
所
に

も
同
様
に
当
て
は
ま
る
こ
と
な
の
だ
と

思
っ
て
い
ま
す
。

　
３
年
前
に
会
頭
に
就
任
し
て
以
来
、
商

工
会
議
所
の
存
在
意
義
、
ま
た
強
味
と
は

何
か
を
自
問
自
答
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

ひ
と
つ
の
結
論
と
し
て
は
、
商
工
会
議
所

と
い
う
の
は
、
地
域
の
唯
一
の
総
合
経
済

団
体
で
あ
り
、
様
々
な
職
種
の
方
、
幅
広

い
年
齢
層
、
そ
し
て
男
性
も
女
性
も
す
べ

て
が
会
員
で
あ
る
、
こ
れ
が
商
工
会
議
所

の
特
徴
で
あ
り
強
味
な
の
で
は
な
い
か

と
思
い
ま
し
た
。
現
在
の
浦
安
商
工
会
議

所
は
ま
だ
ま
だ
そ
う
い
っ
た
強
味
を
生

か
し
て
い
な
い
こ
と
が
た
く
さ
ん
あ
る

と
思
い
ま
す
の
で
、
横
串
を
さ
す
よ
う
な
、

会
員
交
流
の
よ
う
な
活
動
を
し
て
い
か

ね
ば
な
ら
な
い
と
感
じ
て
い
る
と
こ
ろ

で
す
。

　
そ
し
て
何
よ
り
も
浦
安
商
工
会
議
所

が
こ
れ
か
ら
先
の
未
来
に
向
け
て
、
こ
れ

ま
で
の
活
動
と
こ
れ
か
ら
の
活
動
に
つ

い
て
、
本
当
の
意
味
で
変
革
を
恐
れ
ず
会

員
の
た
め
に
、
会
員
が
何
を
欲
し
て
い
る

の
か
、
そ
し
て
、
会
員
の
た
め
に
何
が
で

き
る
の
か
、
そ
う
い
う
こ
と
を
常
に
念
頭

に
置
き
な
が
ら
、
職
員
一
同
、
役
員
も
含

め
て
、
積
極
的
に
行
っ
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
こ
と
を
痛
感
し
た
と
こ
ろ
で

す
。

　
商
工
会
議
所
の
職
員
だ
け
で
は
で

き
な
い
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、

１
０
０
名
の
議
員
そ
し
て
、
１
９
２
０
事

業
所
の
各
会
員
と
と
も
に
こ
れ
か
ら
の

３
年
間
、
変
革
を
恐
れ
ず
、
本
当
の
意
味

で
会
員
の
た
め
の
浦
安
商
工
会
議
所
に

生
ま
れ
変
わ
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と

誓
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
３
年
間
、
ま
だ
ま
だ
み
な
さ
ん

の
ご
協
力
が
必
要
で
す
。
今
後
と
も
浦

安
市
の
発
展
、
そ
し
て
浦
安
商
工
業
の
発

展
、
そ
し
て
何
よ
り
も
会
員
皆
さ
ん
そ
し

て
市
民
の
皆
さ
ん
の
た
め
に
商
工
会
議

所
の
先
頭
に
立
っ
て
、
頑
張
る
所
存
で
す
。

今
後
と
も
行
政
を
は
じ
め
皆
さ
ん
の
ご

協
力
を
賜
り
、
１
０
０
年
後
も
続
く
よ
う

な
商
工
会
議
所
に
し
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
の
で
、
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

新
た
な
メ
ン
バ
ー
で
挑
む
変
化
へ
の
挑
戦
！
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1号議員（50名） 事業所名
合同会社アウェイク事務所 株式会社Daison Stainless
株式会社アップス 有限会社たかみ質店
株式会社 It’s 田口住宅工業株式会社
有限会社伊藤 株式会社匠ワールド
株式会社ウチダ・ファミリー・コーポレーション 有限会社太平治
株式会社ウラデン 有限会社東栄堂
株式会社浦安石勘 株式会社鳥起
うらやす行政書士タナカ事務所 株式会社長福
浦安市商店会連合会 株式会社野田屋
株式会社浦安造園 ひまわり会計
株式会社浦安防災 有限会社深津左官店
有限会社エスアール企画 有限会社ブルックス
有限会社越後屋焼蛤店 合同会社プロミナステート LLC
岡島建設有限会社 ベアビル株式会社
株式会社菊家商事 有限会社政丸水産
共栄石油株式会社 有限会社守る
株式会社ケイユー 株式会社MARINAインターナショナル
有限会社コガ薬局 丸善青果
有限会社今野 丸髙工業株式会社
秀和産業株式会社 株式会社丸茂海苔店
株式会社清五郎運送 丸祐建設株式会社
株式会社セブンサービス企画装飾 株式会社もとゆき
株式会社装栄 株式会社森田質店
有限会社相馬のり店 柳町電気
袖浦設備工業株式会社 合資会社吉野商店

2号議員（35名） 事業所名
泉沢社会保険労務士事務所 関根床用鋼板株式会社
株式会社 wash-plus 株式会社大庄商店
碓井鋼材株式会社 株式会社ダイニチ
株式会社ウラタ 田口建設株式会社
医療法人社団　禎心会　浦安サンクリニック 有限会社田中屋海苔店
株式会社浦安清運 千曲鋼材株式会社
浦安鉄鋼団地協同組合 中小企業診断士　井上敬裕事務所
税理士法人　桜頼パートナーズ会計氏原事務所 株式会社ディープライフ
大川水産株式会社 東洋リネンサプライ株式会社
尾頭建設株式会社 株式会社光設備
株式会社加藤新聞舗 有限会社プレスサービス
株式会社カネコ 株式会社舞浜倶楽部
株式会社京江シャーリング 丸正商事株式会社
栄鋼管株式会社 有限会社ユニオンパシフィック
株式会社三誠商會 株式会社吉善
株式会社ジェイコム千葉 リアルスター株式会社
株式会社鹿野建設 株式会社リエイ
有限会社ステビア

3号議員（15名） 事業所名
株式会社内山アドバンス 東京ベイ信用金庫 浦安支店
株式会社オリエンタルランド 東京ベイヒルトン株式会社
京葉瓦斯株式会社 株式会社ブライトンコーポレーション　浦安ブライトンホテル
株式会社京葉銀行 浦安支店 株式会社ホテルオークラ東京ベイ
株式会社千葉銀行 浦安支店 株式会社ホテルマネージメントジャパン　オリエンタルホテル東京ベイ
株式会社千葉興業銀行 浦安支店 株式会社マナビス
株式会社東京葬祭　シティホール浦安 株式会社ワイズマート
東京ベイシティ交通株式会社

（50音順）

日 時間 行事 場所

12月7日（水） 10：00～15：00 事業承継相談会 浦安商工会議所　会議室

12月8日（木） 15：30～17：00 会頭・副会頭会議 浦安商工会議所　会議室

12月8日（木） 10：00～15：00 専門家による緊急経営相談窓口 浦安商工会議所　相談コーナー

12月12日（月） 10：00～15：00 専門家による緊急経営相談窓口 浦安商工会議所　相談コーナー

12月29日（木）～令和5年1月３日（火）　年末年始休業

2023年1月5日（木） 10：00～15：00 事業承継相談会 浦安商工会議所　会議室

1月6日（金） 10：00～15：00 年末調整相談会 浦安商工会議所　相談コーナー

1月12日（木） 15:30～17:00 会頭・副会頭会議 浦安商工会議所　会議室

会議所スケジュール〈2022年12月～2023年1月〉

5 浦安商工会議所だより 4浦安商工会議所だより

Report

今、知っておかないと乗り遅れる
　受講したのは、浦安商工会議所の会員企業から 14 名ほど。
業種問わず、幅広い企業が足を運んだ。経営者はもちろんの
こと、経理担当者と 2 名での出席も多数。顧問税理士をつ
けている企業であれば任せることもできるが、中小企業では
そうではないケースが多く、参加者は皆、真剣な面持ちで講
師の説明に耳を傾けた。
　電子帳簿保存法は、高度情報化とペーパーレス化を目的に、
帳簿や決算書など経理部門で作成する帳簿書類や、取引に伴
い発生する注文書や請求書などの国税関係帳簿書類を電子化
して保存する要件を定めた法律だ。2024 年までの宥恕（ゆ
うじょ）措置が取られてい
るものの、2 年以内にはど
の企業も対応をしなければ
ならない。そのため、今の
うちにしっかりとした知識
と対応の仕方を知っておく
必要がある。

わかりやすいデモンストレーション
　講習は、まず電子帳簿保存法とは何かを学ぶところからス
タート。その後、書類のスキャン保存が認められるスキャン
保存制度、電子データで受け取った書類の保存の規定を定め
た電子取引制度などについての詳しい解説を聞いて、法律の
全体像を示した。また、後半には、例えばタクシー代の領収
書をもらってきた際にどのようにして保存をすればいいのか
といった事例を用いて、会計ソフトを使ってデモンストレー
ションを実施。受講者は具体的に、法に則ったやり方を見る
ことができ、理解度が深まったようだ。
　講習後には、個別の相談会も実施。2 社が講師に直接質問
をし、自社の課題解決のヒントを得た。浦安商工会議所でも、
電子帳簿保存法関連の相談に気軽に乗ってくれる。不明点が
あれば、まずお電話を。

　9 月 13 日（火）、浦安商工会議所で「電子帳簿保存
法対策講習会」が開催された。講師に税理士の池頭邦之
氏を迎え、法律の基本から、実際にどのような対応をす
ればよいのかまで、参加者は 2 時間じっくりと学んだ。

令和６年までに対応が必要！
電子帳簿保存法対策講習会

　電子帳簿保存法関連や
ペーパーレスには、スキャ
ナ保存や電子取引は必須だ
と考えられるので既に開始
しているが、詳しい解説を
受けられればと考え受講し
た。タイムスタンプ要件の
緩和といった、昨年までと
変更になっている部分の解
説をいただけて、大変参考
になりました。

　事業を開始したばかりだ
が、スキャナ保存や電子保
存について、今後対応が必
要であるものが見えてきて
大変参考になりました。紙
の帳簿等は削減できている
が、電子での帳簿等の保
存方法についてデモンスト
レーションによる解説をい
ただけたので、自社での対
応のイメージが掴めました。

受講者の声
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7 6浦安商工会議所だより 浦安商工会議所だより

　浦安商工会議所では、今般のコロナ感染や海外情勢による
円安、原材料の高騰等、事業環境が変化している中で、市内の
状況を把握する目的で景気動向調査を行った。

■コロナウイルス・海外情勢による経営への影響
•売上高前年6月比が、増加しているとの回答が36.6％、不
変と合わせると67.8％となった。コロナウイルスの影響
が売上減少の要因となっている割合は32.2％となり、約7
割の企業で前年同様もしくは増加している結果となってお
り、コロナの影響は改善してきている傾向にあると考えら
れる。一方で、海外情勢による仕入単価への影響は78.5
％と約8割の企業において原材料の高騰や円安による影
響を受けており、仕入単価や経費の増加に伴う金額を売
上に転嫁できていない状況が見受けられ、業況の悪化の
回答が40.5％と4割以上の企業において業況が悪化して
いるとの回答があった。

•業況の悪化や採算の悪化による資金繰りへの影響は、本
年6月まで申請が行われていた事業復活支援金やコロナ
ウイルス関連融資の対応により、最小限にとどまっている。

■今後の見通し
•コロナウイルス関係の影響は、行動制限緩和、感染者の
減少に伴って見込まれる需要の拡大により、増加、不変合
計67.8％と売上減少より増加に対する期待感が増加して
いる。一方で、仕入単価増加による影響は、67.3％と高
い水準で悪化する見込みであると回答があった。

•企業において原材料の高騰や円安による影響を売上価格
の値上げという形で対応を検討するも、値上げによる消費
行動減少の不安もあることから、値上げ対応は慎重にした
いという声もあった。

•今後の見通しとしては、コロナウイルスの収束による売上回
復を期待するが、仕入単価の増加見込みが高く、海外情勢
がすぐに回復するとは思えないため、厳しい状況（採算や資
金繰りの増加見込みがたたない）が続くと見込まれる。

　今回実施した景気動向調査では、まん延防止等重点措置下との比
較であるため、コロナ禍以前との比較ではまだまだ低水準となって
いる。また、飲食業や小売業では原材料の高騰や円安の影響により
利幅が圧縮され、価格に転嫁できず経営を圧迫している状況が多く
みられた。今後の見通しについては、原材料の高騰や円安の影響は
改善が見込めず、厳しい経営環境の状況が続き、収益への影響も大
きいと思われる。　　
　当所では会報やWEBでの調査とあわせて経営指導員4名が調査
内容以外の事業者が抱える経営課題についても巡回や窓口でヒアリ
ングを行った。その中で、コロナ禍におけるビジネススタイルやラ
イフスタイルの急激な変化による経営環境への対応ができず、事業
継続や販路開拓に苦慮している事業者が見受けられた。
　調査結果やヒアリングによる事業者が抱える経営課題を踏まえ
て、既存の支援事業を活用するとともに、市内事業者に対する効果
的な支援策を策定していく。

景気動向調査分析 調査対象期間：令和４年６月
調査対象：浦安商工会議所会員企業（1,922 社）
調査期間：令和４年８月１日（月）～９月２日（金）
調査方法：巡回によるヒアリング、FAX、インターネット
回答事業所：205 社（回答率 10.66％）

景気の動向について（昨年６月との比較）

・仕入単価が上昇しているが、価格に転嫁できていない（小売業）
・電気代値上げにより固定費が上がっている（小売業）
・国の支援金は大変助かった（サービス業）

・油や材料の値上げが予想以上で、これ以上の我慢は難しい。
  しかし値上げは来客数が減る恐れもあるため判断が難しい（飲食業）
・コロナや海外の影響が収まってくれないことには厳しい状況は
  変わらない（サービス業）

コメント

コメント

景気の動向について（先行き見通し・全業種合計）

調査総括－今後の支援に向けて－
経営指導員による伴走型支援

•コロナ禍で巡回機会が減る一方で、経営課題を抱える事業
者は増えている現状を踏まえ、今後は巡回を強化し迅速な
対応を行う

•従来行ってきた販路開拓事業に加え、金融機関等が行う商
談会等の民間活力を積極的に取り入れながら新たな販路
開拓へ繋げていく

支援制度の活用
•多くの事業者が助成金・補助金を活用できるよう会報やHP
で情報提供の強化を行うとともに、専門家による個別相談や
浦安市のアドバイザー派遣制度を活用し、申請支援を行う

支援機関や金融機関との連携
•円滑な資金調達ができるようマル経融資をはじめ、日本政策金
融公庫や市内金融機関と連携しながら金融面での支援を行う

今後の支援策

全業種合計 ■減少・悪化 ■不変 ■増加・好転

売上高

採　算

仕入単価

従業員

業　況

資金繰り

32.2 31.2 36.6

43.4 37.1 19.5

78.5 20.5 1

3.4 73.7 22.9

40.5 44.4 15.1

12.7 84.9 2.4

全業種合計 ■減少・悪化 ■不変 ■増加・好転

売上高

採　算

仕入単価

従業員

業　況

資金繰り

32.2 42.9 24.9

44.4 45.9 9.8

67.3 28.3 4

2.4 74.6 22.9

37.1 53.7 9.3

14.1 84.9 1

※仕入単価にあたっては、■上昇 ■不変 ■下落

※仕入単価にあたっては、■上昇 ■不変 ■下落

Report

今年度中には登録を済ませる必要がある
　昨年の 11月にも同様の講習会を開催したが、その際の受
講者は 10名程度。それが今回は 31名と参加数が伸び、制
度への関心の高まりがうかがえた。主な顔ぶれは中小企業の
経営者と経理担当者。課税事業者も免税事業者も対象の内容
とあり、いずれの事業者も一様に耳を傾けた。中には税理士
を抱えてはいるものの、自身でも制度を把握しておきたいと
訪れた人も。
　インボイス制度とは、取り引きの正確な消費税額と消費税
率を把握する目的で導入されるもの。制度開始時にインボイ
ス発行事業者となるためには原則、令和５年３月 31日まで
に登録申請が必要なため、制度開始の 10月よりも前に制度
を把握し、動き出さなければならない。それゆえ、参加者は
メモを取るなどして、税理士である講師の池頭邦之氏の説明
を集中して聞いていた。

事前準備が必要なので早めの動き出しを！
　講習ではインボイス制度の基本から、消費税の基礎知識、
制度導入のスケジュールや、インボイス制度がスタートする
ことによる影響などについて解説。それに加えて、領収書に

登録番号を印字しておく、取引先と請求書に記載する金額の
交渉をしておくなど、導入開始前にどんな準備をしておけば
良いかのアドバイスも。また、講習後にはまだ登録申請をし
ていない人を対象に、登録用紙の書き方もレクチャーし、手
厚くサポートした。
　講師の池頭氏は、「事前準備が多いので、導入開始直前で
は間に合わないことも。税理士を抱えている事業者はだいぶ
準備が進んでいるようです。インボイス制度はすでに始まっ
ていると考えて、早急に対応しましょう」と話す。
　浦安商工会議所では会員からの要望に応じて、今後も同様
の講習会を開催していく予定だ。

　令和 5 年 10 月 1 日から導入される「適格請求書等保存
方式（＝インボイス制度）」。導入まで 1 年を切った 10 月
18 日（火）、浦安商工会議所で対策講習会が行われ、多く
の会員企業が足を運んだ。

中小企業と免税事業者のための
インボイス制度対策講習会

　美術商をしています。文書を読むだけではわか
りづらい制度を、的確に解説してくれてありがた
かったです。大事なポイントもわかりました。早
めに準備に取り掛かります。

　社会保険労務士で免税事業者です。今回の講習
会は登録申請をすることが前提の内容だったの
で、小売りなどではなく士業を営んでいる人限定
の講習があるとうれしいです。

受講者の声

【申し込み先】　〒279-0004　浦安市猫実１－１９－３６　浦安商工会議所総務・業務課
TEL.047-351-3000  FAX.047-350-6698  E-mail. soudan@urayasu-cci.or.jp

会報にチラシを同封しませんか？
浦安商工会議所の会員様へ効率的に企業PRできます
■料金（A4サイズ）　会員：22,000円（税込）　非会員：55,000円（税込）　
■申込締切 ： １月号　2022年12月9日（金） ※各会員様には、１月上旬にお届け予定となります
■準備枚数 ： 3,000枚　※封入印刷物の内容により、同封をお断りする場合もございます。
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商工会議所LOBO調査（早期景気観測調査）
　LOBO調査とは…全国338商工会議所が約2700企業を対象に業況等を調査・集計した全国規模の早期景気観測です。

※DI値（景況判断指数）について
DI値は、業況・売上・採算などの各項目についての、判断の状況を表す。
ゼロを基準として、プラスの値で景気の上向き傾向を表す回答の割合が多
いことを示し、マイナスの値で景気の下向き傾向を表す回答の割合が多い
ことを示す。したがって、売上高などの実数値の上昇率を示すものではな
く、強気・弱気などの景況感の相対的な広がりを意味する。

業況DI は、円安急伸でコスト負担が増加し、悪化。先行きは、物価上昇に歯止めかからず、厳しい見方
2022年9月の動向

■全産業合計の業況DIは、▲22.3（前月比▲2.3ポイント）

　高騰が続く資源・原材料価格に加えて、電気代のさらなる
値上がりや、140円台まで進んだ円安の急伸による輸入品の
価格上昇など、企業のコスト負担は増加し続けており、全業種
で業況が悪化した。さらに、サービス業・小売業では物価高
による消費マインドの低下、建設業では人手不足対策としての
人件費増加が業況を下押しした。製造業では部品の供給不足、
卸売業では台風等の天候不順による物流コストの上昇が業況
を下押しした。感染状況が落ち着き、人流も回復基調にある
ものの、増加し続けるコスト負担が企業経営の重荷となり、中
小企業の景況感は２ヵ月連続の悪化となった。

■先行き見通しDIは、▲23.7（今月比▲0.4ポイント）

　全国旅行支援の再開や水際対策の緩和による客足回復の期
待感が小売業・サービス業で広がる一方、物価高による収益
圧迫を危惧する声が聞かれた。業種を問わず、物価上昇によ
るコスト増に対する十分な価格転嫁も行えていない。欧米の
インフレ対策で世界経済の鈍化が顕在化する中、円安や物価
上昇に歯止めがかからず、さらなるコスト負担増の懸念から、
中小企業の先行きは厳しい見方が続く。

建設業
住宅建設関連や設備投資等の民間工事の需要は堅調に推移するものの、建設資材価格の高騰
や燃料価格の上昇、深刻な人手不足対策のための人件費負担の増加、公共工事の受注減少な
どが下押しし、悪化。
・「工事の受注段階で、今後の建設資材の値動きを予想することで、利益の確保に努めている。一方で、従

業員の高齢化は依然として課題であり、ホームページの改良や工業高校へのアプローチによる人材確保
で人手不足の解消と組織の若返りに繋げたい」（一般工事業） 

・「円安の進行もあり、資材価格の高騰に歯止めがかからない。即座の販売価格への転嫁はできないため、
収益を圧迫してい る」（防水工事業）

製造業
半導体等の部品供給不足が継続する中、燃料価格の上昇や円安による輸入部材の高騰で増加
したコスト分の価格転嫁が追いつかず、収益を圧迫し、悪化。
・「受注数は増えてきており、生産量を増やしている。しかし、製造にかかる燃料費の高騰、原材料の値上

げとコストが増加しており、今までのような利益率の確保が難しくなっている」（金属製品製造業）
・「半導体や電装品の調達が困難で、生産計画の見直しを実施している。生産性が低下しているため、IT化

などの効率化が必要である」（金属加工機械製造業）

卸売業
輸送費や包装資材価格が高騰する中、個人消費の低下で小売店向け等の引き合いが減少し、悪
化。台風などの天候不順による物流コスト上昇の影響を受けた声も聞かれた。
・「輸送費などのコスト負担が増える中、物価高による個人消費の冷え込みで取引先の小売店からの受注数

も減少傾向である。海外向けの輸出は堅調に推移しているが、今後の世界経済の動向によっては、今ま
で以上に厳しい状況になることが危惧される」（食料・飲料卸売業） 

・「輸送費やコンテナ代の高騰が収益を圧迫する中、天候不順による青果物の価格上昇や物流コスト増も重
なり、経営が安定しない」（農畜産水産卸売業）

小売業
円安急伸に伴う輸入品の価格上昇などコスト負担が増加する中、物価高による消費マインド低
下により、商店街や総合 スーパーを中心に、悪化。
・「感染状況の落ち着きで、観光客などは少しずつ戻ってきている。しかし、従来の物価高により消費者の

生活必需品以外の買い控えが見られる中、急激な円安の進行でさらにコスト負担が増えており、経営状
況は低迷が続いている」（各種商品小売業） 

・ 「物価高で消費者の購買意欲が低下する中、光熱費や人件費なども上昇しており、経費の削減が難しく
なっている」（総合スーパー）

サービス業
感染者数が減少傾向となり、飲食・宿泊業を中心に客足の回復が見られたものの、円安に伴う
仕入価格や燃料価格上昇などのコスト負担が重荷となり、悪化。
・「宿泊・宴会・館内レストラン全てで売上は増加。一方で、仕入価格の高騰や電気代の上昇による経費増加

で採算は悪化した。コロナ禍で減少した従業員の補填も課題であり、人件費などでさらなるコスト負担が続
く見込み」（宿泊業） 

・「燃料価格の高騰に伴う値上げを実施せざるを得ない状況であるが、同業他社との価格競争が激しく、慎重
になっている」（運送業）

前月と比べたDI値の動き　　   ：改善　　　　：ほぼ横ばい　　　　：悪化業種別の動向
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コ
ロ
ナ
融
資
の
返
済
が 

ス
タ
ー
ト

　
政
府
の
施
策
の
一
つ
と
し
て

２
０
２
０
年
前
半
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
感
染
症
特
別
貸
付
が
開
始
さ
れ

ま
し
た
。
２
０
２
２
年
９
月
で
終

了
と
な
り
ま
し
た
が
、
こ
の
借
入

金
の
返
済
が
す
で
に
始
ま
っ
て
い

る
、
ま
た
は
こ
れ
か
ら
始
ま
る
と

い
う
局
面
と
な
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ス
コ
ロ
事
業
・
４
０
５
事
業 

と
は

　
ポ
ス
コ
ロ
事
業
と
は
、
国
が
認

め
る
税
理
士
な
ど
の
専
門
家
の
支

援
を
受
け
て
、
早
期
経
営
改
善
計

画
を
策
定
す
る
場
合
、
専
門
家
に

対
す
る
支
払
費
用
の
２
／
３（
上

限
20
万
円
ま
で
）を
国
が
補
助
す

る
こ
と
で
経
営
改
善
を
促
す
た
め

の
制
度
で
す
。
事
業
に
閉
塞
感
が

出
て
い
る
中
小
企
業
者
を
、
専
門

家
で
あ
る
認
定
経
営
革
新
等
支
援

機
関
が
経
営
改
善
計
画
を
一
緒
に

策
定
す
る
こ
と
で
収
益
の
改
善
や

資
金
繰
り
の
改
善
を
図
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す（
図
参
照
）。

　
な
お
４
０
５
事
業
と
の
違
い
で

す
が
、
ポ
ス
コ
ロ
事
業
は「
健
康

診
断
レ
ベ
ル
」で
比
較
的
順
調
な

会
社
、
４
０
５
事
業
は「
肺
炎
レ

ベ
ル
」で
収
益
、
資
金
繰
り
等
が

厳
し
く
な
っ
て
い
る
会
社
が
対
象

と
お
考
え
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
経
営
者
に 

お
勧
め
し
ま
す

１. 

資
金
需
要
が
高
ま
る
中
で
金
融

機
関
と
の
関
係
構
築
を
行
っ
て
い

き
た
い
…
黒
字
企
業
・
無
借
金
企

業
で
も
金
融
機
関
に
計
画
を
示
す

こ
と
で
将
来
の
資
金
調
達
を
ス

ム
ー
ズ
に
行
え
る
関
係
を
構
築
す

る２. 

事
業
承
継
前
の
次
期
社
長（
後

継
者
）の
銀
行
デ
ビ
ュ
ー
…
後
継
者

と
金
融
機
関
が
接
点
を
持
つ
き
っ

か
け
と
な
り
、
か
つ
３
年
先
の
ビ

ジ
ョ
ン
を
示
せ
る
た
め
金
融
機
関

か
ら
の
評
価
が
高
ま
る

３. 

第
三
者
承
継
・
親
族
承
継
に
向

け
た
現
社
長
の
経
営
者
保
証
解
除

…
現
社
長
の
個
人
保
証
解
除
に
向

け
て「
経
営
者
保
証
解
除
枠
」を
活

用
で
き
る

４. 

コ
ロ
ナ
融
資
返
済
に
向
け
て
損

益
・
収
支
の
見
直
し
…
有
利
子
負

債
の
利
息
負
担
が
増
加
す
る
な
か

で
、
黒
字
化
の
た
め
の
戦
略
・
ア

ク
シ
ョ
ン
プ
ラ
ン
を
練
る
こ
と
が

で
き
、
コ
ロ
ナ
融
資
を
受
け
た
金

融
機
関
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
が
図
れ
る

　
こ
れ
ら
は
全
て
、
金
融
機
関
と

接
点
を
持
つ
と
い
う
と
こ
ろ
に
特

徴
が
あ
り
ま
す
。
積
極
的
に
接
点

を
持
ち
、
互
い
に「
顔
が
見
え
る

関
係
」を
構
築
す
る
こ
と
が
大
切

で
す
。

ま
ず
は
自
社
の
状
況
を
確
認
し

ま
し
ょ
う

１. 

債
務
の
返
済
で
頭
を
抱
え
て
い

る
２. 

自
社
の
財
務
状
況
が
よ
く
分
か

ら
な
い

３. 

将
来
の
展
望
が
頭
の
中
に
は
あ

る
が
説
明
で
き
な
い

と
い
っ
た
状
況
は
あ
り
ま
せ
ん

か
。
ま
ず
は
２
の
財
務
状
況
を

し
っ
か
り
と
確
認
す
る
こ
と
。
次

に
１
に
つ
い
て
金
融
機
関
と
話
し

合
う
こ
と
で
条
件
変
更
等
に
応
じ

て
も
ら
い
ま
す
。３
に
つ
い
て
は
、

経
営
者
か
ら
説
明
す
る
こ
と
で
金

融
機
関
に
一
定
の
理
解
を
得
る
た

め
の
材
料
に
な
り
ま
す
。

最
後
に

　
今
回
ご
紹
介
し
た
２
つ
の
制
度

は
、「
経
営
者
の
気
づ
き
」を
与
え

る
た
め
の
制
度
で
す
。
資
金
繰
り

に
不
安
が
あ
る
場
合
に
は「
早
め
」

の
相
談
を
お
勧
め
し
ま
す
。
自
社

の
収
益
向
上
・
資
金
繰
り
改
善
の

た
め
に
も
一
度
目
を
向
け
て
い
た

だ
け
ま
す
と
幸
い
で
す
。

漁
師
町
と
し
て
栄
え
た
か
つ
て
の
浦

安
。
遠
浅
の
海
は
魚
類
や
貝
、
海
藻
類
が

よ
く
採
れ
、
古
く
か
ら
漁
師
町
と
し
て

発
展
し
て
き
ま
し
た
。「
当
時
は
海
苔
漁

師
を
し
な
が
ら
、
合
間
に
釣
船
や
投
網

船
と
し
て
お
客
様
を
乗
せ
て
い
た
よ
う

で
す
」。
そ
う
話
し
て
く
れ
た
の
は
、
船

宿 

吉
野
屋 

五
代
目
店
主
の
吉
野
公
大
さ

ん
。
創
業
は
明
治
半
ば
、
１
２
０
年
以
上

も
の
歴
史
を
持
つ
船
宿
で
す
。

吉
野
屋
さ
ん
と
言
え
ば
、
昭
和
初
期
頃

の
浦
安
の
庶
民
の
生
活
が
描
か
れ
た
小
説

『
青
べ
か
物
語
』（
山
本
周
五
郎
著
）
に

登
場
す
る
、
船
宿
「
千
本
」
の
モ
デ
ル
と

な
っ
た
船
宿
と
し
て
も
有
名
。
た
び
た
び

登
場
す
る
千
本
の
三
男
坊
「
長
」
は
、
吉

野
屋
三
代
目
店
主
の
吉
野
長
太
郎
さ
ん

で
す
。
お
店
に
は
、
30
年
ぶ

り
に
再
会
し
た
と
い
う
山
本

周
五
郎
氏
と
長
太
郎
さ
ん
の

写
真
も
飾
ら
れ
て
い
ま
し
た

（
撮
影
場
所
は
浦
安
市
役
所

の
辺
り
、
背
景
に
は
境
川
も

写
っ
て
い
ま
す
ね
！
）。

今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
も
さ
る

こ
と
な
が
ら
、
１
２
０
年
以

上
続
く
歴
史
の
中
、
危
機
は

幾
度
と
な
く
あ
っ
た
そ
う
。「
第
二
次
世

界
大
戦
時
に
は
、
大
き
い
船
か
ら
国
に
召

し
上
げ
ら
れ
、
残
っ
た
小
さ
な
船
で
な
ん

と
か
仕
事
を
続
け
た
と
聞
い
て
お
り
ま

す
。
昭
和
30
年
代
に
は
工
場
排
水
や
生
活

排
水
で
東
京
湾
は
汚
染
さ
れ
、
漁
場
環
境

が
急
激
に
悪
化
。
東
京
湾
の
先
に
先
に
釣

り
場
を
探
し
た
そ
う
で
す
」
と
教
え
て
く

れ
ま
し
た
。

現
在
の
吉
野
屋
さ
ん
は
、
釣
り
船
と
貸

し
切
り
屋
形
船
の
二
本
柱
。「
コ
ロ
ナ
禍

で
屋
形
船
が
非
難
を
受
け
、
お
客
さ
ま
は

ほ
ぼ
ゼ
ロ
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
が
、
釣

り
船
は
あ
り
が
た
い
こ
と
に
順
調
で
す
」

と
五
代
目
。
浦
安
市
の
ふ
る
さ
と
納
税
の

返
礼
品
「
釣
り
船
乗
船
券
」
や
、
ホ
テ
ル

オ
ー
ク
ラ
東
京
ベ
イ
さ
ん
と
連
携
し
た

「
１
泊
２
日
の
釣
り
旅
プ
ラ
ン
」
も
提
供

さ
れ
、近
年
は
、釣
り
船
が
初
め
て
の
方
、

フ
ァ
ミ
リ
ー
や
女
性
、
お
孫
さ
ん
と
一
緒

に
な
ん
て
方
も
、
多
く
楽
し
ま
れ
て
い
る

そ
う
で
す
（
レ
ン
タ
ル
も
あ
り
ま
す
）。

「
東
京
湾
は
、
昭
和
30
年
代
に
水
質
の
悪

化
が
問
題
と
な
り
ま
し
た
が
、
悪
化
前
と

比
べ
て
も
と
て
も
キ
レ
イ
に
な
っ
て
い
る

ん
で
す
。
さ
ら
に
、
魚
の
エ
サ
と
な
る
プ

ラ
ン
ク
ト
ン
が
十
分
あ
る
の
で
、
生
き

物
・
魚
も
多
く
、
釣
れ
る
魚
は
お
い
し
い

ん
で
す
。
世
界
で
も
こ
ん
な
に
良
い
漁
場

は
な
い
の
で
は
」
と
の
こ
と
。
12
月
は
、

ア
ジ
、
ハ
ゼ
、
ふ
ぐ
、
か
わ
は
ぎ
、
タ
チ

ウ
オ
な
ど
が
時
期
。
釣
り
船
が
初
め
て
で

も
、
釣
る
魚
を
選
ん
で
乗
船
す
る
と
釣
れ

る
そ
う
。
ぜ
ひ
一
度
楽
し
ん
で
み
た
い
で

す
ね
！

創
業
は
明
治
半
ば
、

１
２
０
年
以
上
も
の
歴
史
を
持
つ
船
宿「
吉
野
屋
」

東
京
湾
の
汚
染
を
乗
り
越
え
、そ
し
て
今
コ
ロ
ナ
禍
で 

―

船宿船宿
吉野屋吉野屋

３０年ぶりに再会したという
山本周五郎氏と長太郎さん

吉野屋 五代目店主　吉野公大さん

１９７３年１０月　吉野丸（撮影朝日新聞社）

浦安
老舗
古くから続く浦安の
あの店この店を紹介

■ 浦安市猫実５－７－１０
■ 047(351)2544 
■ HP https://www.
　funayado-yoshinoya.
　com/

【ポストコロナを見据えて】

専門家からのアドバイス

以
下

：

ポ
ス
コ
ロ
事
業
、
４
０
５
事
業

早
期
経
営
改
善
計
画
策
定
支
援
・

 （
ポ
ス
ト
コ
ロ
ナ
持
続
的
発
展
計
画
事
業
）　　

経
営
改
善
計
画
策
定
支
援

（
４
０
５
事
業
）を
活
用
し
ま
し
ょ
う
！

税理士法人　桜頼（おうらい）パートナーズ会計　氏原事務所所長　
氏原　崇（うじはら　たかし）
税理士。1974年生まれ。青山学院大学経営学部卒業。平成21年氏原崇税理士事
務所開設後、平成26年に税理士法人　桜頼（おうらい）パートナーズ会計を設立。
TKC千葉会 中小企業支援委員会委員長を経て現在システム委員会委員長に就任。
経営計画をベースに資金調達、PDCA策定を行い企業が黒字化することを経営理念
の一つにしている。金融機関とお客さまが「顔が見える関係」になっていただくことで
資金調達が容易になるようにするために奔走中。「税金屋ではない」がモットー。また、
千葉県内の商工会議所・商工会連合会などのほか、浦安商工会議所でも創業セミナー
講師を務めている。趣味はロードバイクに乗ることと登山。
https://www.ujiharakaikei.com

利用イメージ

金
融
機
関

経
営
改
善

支
援
セ
ン
タ
ー

❶
相談・

事前相談書
の受取

❹
計画提出・
受取書等
の受取

❸計画策定支援
❼モニタリング

❺
費用の
1/3
を負担

❷連盟で
相談・申込

❻
費用の
2/3
を支援

中小企業・
小規模
事業者

認定
支援機関

（士業等専門家）
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浦安の除夜の鐘
　大晦日、浦安でも除夜の鐘が鳴っているのをご存知でしたか？ 
浦安市で唯一鳴らすことのできる除夜の鐘は、約480年も前から
続く堀江の『浄土宗大蓮寺』さんにあります。除夜の鐘撞きは０時
頃から。甘酒が振る舞われ、御札も頂くことができます。庭園で
は焚火も行われ、暖をとったり、心を落ち着かせたりと、参拝に
訪れた人たちは思い思いに過ごされています。

※状況により変更になる場合が
　あります
問浄土宗　大蓮寺
　☎047-351-2533

【今号のスポット】浄土宗 大蓮寺
浦安市堀江４－１４－２

Q.昨年行われた「第2回浦安ゆるキャラ総選挙」で、
　 グランプリに輝いたキャラクターはどれ？

❶ クルンちゃん＆グルンさま
❷ アリー＆ゴビー
❸ あっさり君
❹ うっぴー

クイズ
浦安

第６回

正解は…❸あっさり君 でした！

昨年開催の市民まつりでの投票、市内小・中学生による
投票の総合票で決定されたのは…

　浦安市郷土博物館のマスコットキャラクター「あっさり君」は、平成14年に市民から
の公募により誕生。べか舟、ねじりはちまきと、漁師町だった浦安の伝統的なスタイ
ルに名産のあさりを組み合わせた、浦安らしさを感じることができるかわいらしいキャ
ラクターです（「郷土博物館/浦安市」HPより）。
　ちなみに、クルンちゃん＆グルンさまはごみ減量・再資源化のキャラクター、うっぴー
は浦安市商店会連合会のイメージキャラクター、アリー＆ゴビーは地域振興課のキャ
ラクターです。浦安市のイベントなどに参加し、地域活性化のために活動しています。

あっさり君 ……………………………… 3448票
クルンちゃん＆グルンさま………… 2117票
うっぴー…………………………………… 1623票
アリー＆ゴビー ………………………… 1535票

「第2回浦安ゆるキャラ総選挙」の
開票結果

❶ ❷

❸ ❹

浦安小すき家
●

文○

浦安
駅

やなぎ通り
←至葛西

大蓮寺

撫小言
　浦安商工会議所の星野です。先日、京都に行ってきま
した。紅葉の時期を外してなるべく観光客が少ない時を
狙ってだいぶ前から予約をしていたのに、全国旅行支援
と重なってしまい、大混雑の京都に行くことになってしま
いました。修学旅行生や外国人観光客で溢れる京都で
ありながら、歴史ある寺や神社に入るとピンと張りつめた
空気感と静寂に包まれます。令和の時代を生きているの

に過去にタイムススリップしてそこにいるような偉人の魂を
感じ、とても不思議な感覚に陥りました。日本の歴史を
築いてきてくれた方々がいたからこそ今の日本がある。
少し色づき始めた紅葉を見な
がら深呼吸をして、また日常
に戻ってきました。
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